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5 年 2 月 24 日

代表者 校 園 名：

校園長名：

電　　話：

事務職員名：

申請者 校 園 名：

職名・名前：

電　　話：
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取り組んだ
研究内容

いつ、何のために、どのようなことを実施したのかを具体的に記載してください。（MSｺﾞｼｯｸ 9.5ﾎﾟｲﾝﾄ）
○児童の情報活用能力の育成、情報活用指導力の向上、教育DXの実現を目的に、全教職員が
ICTを効果的に活用した授業改善を行い、研究授業を行った。研究授業を行う際には、園田学
園女子大学　堀田博史教授を招聘し、指導講評ならびに研究を進めるにあたっての助言をいた
だいた。
・７月　授業研究会（３年体育科：追いかけ再生アプリ、NHK for schoolを活用した授業）
・９月　授業研究会（５年家庭科：SKYMENUcloudポジショニングを活用した授業）
・１０月　授業研究会（２年生活科：＜チーム今里小＞の遠隔交流・合同授業）
・１０月　授業発表会（５年国語科：東中本小との遠隔交流・合同授業）
・１１月　授業研究会（４年国語科：協働学習アプリを活用した授業）
・１１月　授業研究会（５年算数科：スクラッチを活用した授業）
・１１月　授業研究会（６年：遠隔授業に向けて協働学習アプリを活用した授業）
・１１月　研究発表会（６年国語科：思考ツール、ARを活用した授業・
　　　　　　　　　　　オンライン、遠隔授業「がんばる先生支援」グループB224）
・１２月　授業研究会（２年国語科：協働学習アプリを活用した授業）
・１月　　授業研究会（３年理科：協働学習アプリを活用した授業）
・１月　　研究発表会（１年生活科：SKYMENUcloud発表ノートを活用した授業・
　　　　　　　　　　　オンライン開催）
〇学級休業や長期欠席児童には端末持ち帰りによる双方向通信授業、ハイブリット型授業実施
〇情報活用能力チェックリスト2022年版作成。
〇情報活用能力チェックリストによる児童の実態把握（毎学期）と課題解決のための各学年で
の指導実践
〇指導案(情報活用単元デザインシート)に、新たに「教育DXのポイント」の項目追加
〇ICT活用授業年間計画の作成と活用
〇個別最適化学習アプリ（デジタルドリル）の活用
〇遠隔授業で＜チーム今里小＞交流、隣接校との交流、大学・企業・専門機関との交流等を実
践

研究コース コース名 グループ研究Ａ 研究年数 新規研究（１年目）

研究テーマ
子どもの可能性を引き出す「個別最適な学び」「協働的な学び」の追究
～教育DXの推進と1人１台端末を生かしたカリキュラムデザインの構築～

研究目的

　本校は昨年度、教育工学会(JAET)の先進校に選定された。そこで、大阪市教育振興基本計画
の最重要目標にも掲げられているように、多様な児童の可能性を引き出し、ゴール設定型学習
と「個別最適な学び」を「協働的な学び」につなげることで教育DXの実現を目指す。ICTを効
果的に活用したこれまでの実践をもとに、学習の基盤となる資質能力を育成し、「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行い、１人１台端末を生かしたカリキュラムデザ
インを生み出す。
〇児童の情報活用能力の実態把握のために活用してきた「情報活用能力チェックリスト」をオ
ンライン学習、1人１台端末活用の場面や方法に即したものに改善する。
○これまでに取り組んだ実践に、１人１台端末を生かした実践を最適に組み合わせることによ
り、年間を通して教科横断的に情報活用力を育成するためのカリキュラムマネジメントとその
一般化を図る。
〇「個別最適な学び」「協働的な学び」の追究をめざした授業展開により、情報活用能力とそ
れを支える言語能力、問題発見・解決能力を高める。

校園コード（代表者校園の市費コード） 大阪市立今里小学校

661456 主務教諭　藤井　優美子

選定番号 121 06－6981－8800

令和４年度　「がんばる先生支援」研究支援　報告書

◇令和４年度「がんばる先生支援」研究支援について、次のとおり報告します。

（ R04 様式

令和

教　育　長　様

大阪市立今里小学校

松永　かおり

研究コース 06－6981－8800

グループ研究Ａ 粟田　有加



年 月 日 約 名
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6 成果・課題

研究発表等
の日程・
場所・

参加者数

《検証方法》

教員のＩＣＴ活用指導力アンケート（文科省「学校情報化調査」）において、すべての項目に
おける平均値が３．５以上となるようにする。

〔検証結果と考察〕

○校内で実施した「教員のICT活用指導力チェックリスト」の結果は、肯定的な回答の総合平
均がが９７％と大変高い結果となっている。「ワープロソフトや表計算ソフトを活用した児童
への指導」に関しての項目で数値が低かったのは、担当学年によるものと考えられる。報告書
提出の時点では教員のICT活用指導力アンケートは未実施であるが、３．５以上となる見込み
である。

〇「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、その成果を「個別最適な学び」に
還元するサイクルを確立することを意識した授業を年間を通して実施することができた。
○校内アンケート「学級の友だちと話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりす
ることができている。」「ほかの学校と遠隔交流で楽しく学習を深めている。」の肯定的な回
答の割合は、どちらも９１．８％と９０％を上回った。
〇児童への遠隔交流授業後のアンケートの記述欄では、「自分たちの地域とくらべて、自分た
ちの地域の良さを見つけられた。」「聞き取りやすいように話した。」など、他校の児童との
話し合い活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができたと実感していた。

【見込まれる成果２】

児童が主体的にＩＣＴを活用し、協働的な学びや言語活動を行うことによる児童の情報活用能
力の向上

《検証方法》

児童に対し情報活用能力チェックリストを年度当初、および年度末に実施し、全学年とも平均
を１０ポイント向上させる。

〔検証結果と考察〕

〇これまでに活用していた「情報活用能力チェックリスト」を改善したことによりオンライン
学習、1人１台端末活用の場面に即した力をつけることができた。
○情報活用能力チェックリスト2022版を活用することにより課題が明確になり、スキルアップ
へつながる学習を確実に行い、課題である項目を着実にスキルアップすることができた。
○児童に対し情報活用能力チェックリストを各学期に実施し、児童の情報活用能力の肯定的な
回答の推移をみたところ、年度末の調査結果では年度当初に比べ、すべての項目において１０
ポイント以上向上できた。特に操作スキル、情報モラルに関しては、どの学年もよく身につけ
ることができた。
〇「情報活用」の「うまくいかないときに改善するための問題点・解決方法を見つける」項目
において、肯定的な回答が低い学年が多く、「問題発見・解決能力」においての課題が残っ
た。問題解決と言語活動を組み入れた学習単元の工夫を重ねる必要がある。

【見込まれる成果３】

教職員のＩＣＴ活用スキルや授業力の向上

備考 オンラインで実施

大阪市教育振興基本計画に示されている、子どもの心豊かに力強く生き抜き未来を切り開く力の向上および教
員の資質や指導力の向上について、申請書に記載した検証方法から得られた結果と、それらからの結果に基づい
た考察を、具体的に記載してください。

【見込まれる成果１】

個で取り組んだ「個別最適な学び」の成果を「共同的な学び」に生かし、その成果を「個別最
適な学び」に還元するサイクルを確立することで、児童の情報活用能力とそれを支える言語能
力、問題発見・解決能力の向上

《検証方法》

学力経年調査の国語科の記述式の回答結果において、「自分の考えを書く」出題分野の正答率
を６０％以上にする。また、学力経年調査や年度末の校内アンケートにおいて、「学級の友だ
ちと話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができていますか。」に
対して肯定的に回答する児童の割合を９０％以上にする。

〔検証結果と考察〕

研究発表等を実施した日・場所・参加者数を記載してください。

日程 令和 5 2 1 参加者数 20

場所 大阪市立今里小学校



〔検証結果と考察〕

【研究全体を通した成果と課題】　具体的に記載してください。

＜成果＞
〇「情報活用能力チェックリスト２０２２年版」を活用することにより、一人一台端末を活用
する場面にあった情報活用能力を身に着けることができた。
○日常的に１人１台端末を活用し、情報活用能力チェックリストで見えた課題をクリアできる
ような内容を組み込んだ単元構成を工夫することで、低学年から系統的に情報活用スキルを身
につけさせることができた。中でも「操作スキル」についての肯定的な回答を９０％前後まで
引き上げることができ、チェック項目に追加したオンライン学習に必要なスキルも身に付ける
ことができた。
〇教育DXの推進においては地理的制約に関わらず、遠方の小学校と年間計画を元に打ち合わせ
をすることで、相手校との打ち合わせが効率よく進められ、交流や協働学習をスムーズに実施
できるようになった。また、学校に来れない児童に対しても、ハイブリット型の授業をすぐに
実施できる体制づくりもでき、できるだけ同水準の学習環境を提供することができた。長期休
業中も学びを切らさないなど、「いつでも、どこでも、だれとでも」と、これまでのICT活用
にとどまらず、一歩進んだ実践を積むことができた。
<課題>
〇情報活用能力チェックリストの結果から、「情報活用」の項目の「うまくいかないときに改
善するための問題点、解決方法を見つける」の項目においては肯定的な回答がどの学年も低
く、「問題発見解決能力」においての課題が残った。
〇協働的な学習の際に個で作ったデータ活用の効果がうまく発揮されなかった場面があった。
児童が作った資料を共有した際に、比較しやすくするための教師側の工夫が必要であるなど、
クラウド上にあるデータの効果的な活用法を今後研究していく。
〇主体的・対話的な学習を目指す中で、児童自身が「チェックリスト」を持ち自己評価した
り、これまでつけた力を発揮しながら学習計画を考え、より良い学習方略を考えたりするな
ど、児童が活動を調整し、進める機会を取りいれ「自己調整力」の育成を図っていく。

≪代表校園長の総評≫

　本校では、個別最適な学び」を「協働的な学び」につなげ、教育ＤＸの推進の実現を目標に
「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業改善に取り組んできました。年間を通して教科
横断的に情報活用能力の育成に取り組み、遠隔交流や遠隔合同授業を通して、様々な考え方や
実態に触れることで、大阪市教育振興基本計画にもある「多様な児童の可能性を引き出す」よ
うな授業実践を進めることができ、深い学びにつながりました。本年度も園田学園女子大学の
堀田博史教授にご指導いただき、取り組みの視点や目指す方向性をご教示いただき、教員の授
業力の向上も図ることができました。
　日々の学習で一人一台学習用タブレット端末を活用することで、どの学年の児童も情報活用
能力のスキルアップができました。今後もさらなるスキルアップを目指して、研究を継続して
いきます。

6 成果・課題

【見込まれる成果４】

○ICTを活用したこれまでの実践を整理し、学習の基盤となる資質能力を育成し、「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善と、１人１台端末を生かしたカリキュラムデザイ
ンの一般化。

《検証方法》

１人１台端末活用の年間計画・単元計画を作成し、HPに公開し一般化を図る。

〔検証結果と考察〕

〇人事異動や担当学年の異動があっても、これまでのICTを活用した授業を「ICT年間計画」に
整理したことにより、系統的にICT活用の指導ができるカリキュラムや研修体制で進めること
ができた。

【見込まれる成果５】

《検証方法》

研究コース グループ研究Ａ 選定番号 121

代表校園 大阪市立今里小学校 校園長名 松永　かおり


